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	応用
	抗原情報
	背景
	トランスデューシンは、3サブユニットのグアニンヌクレオチド結合タンパク質（Gタンパク質）であり、視覚刺激の際にロドプシンとcGMPホスホジエステラーゼのカップリングを刺激します。桿体と錐体のトランスデューシンαサブユニットは、別々の遺伝子によってコードされています。この遺伝子は桿体のαサブユニットをコードしています。この遺伝子は他の細胞でも発現しており、ラットの味覚細胞における苦味伝達に関与していることが示唆されています。この遺伝子の変異は、常染色体優性遺伝の先天性定常性夜盲症を引き起こします。同じタンパク質をコードする複数の選択的スプライシングバリアントが同定されています。[RefSeq提供、2009年2月]、疾患：GNAT1の欠陥は、先天性定常性夜盲症常染色体優性3型（CSNBAD3）[MIM：610444]の原因です。ヌガレ型先天性定常性夜盲症としても知られています。先天性夜盲症は、夜間視力障害を特徴とする非進行性網膜疾患です。,機能：グアニンヌクレオチド結合タンパク質（Gタンパク質）は、様々な膜貫通シグナル伝達系において、調節因子またはトランスデューサーとして関与しています。トランスデューシンは、視覚インパルスの増幅因子であり、ロドプシンとcGMPホスホジエステラーゼ間の結合を担うトランスデューサーの一つです。,オンライン情報：Retina International's Scientific Newsletter,類似性：G-αファミリーに属します。G(i/o/t/z)サブファミリーです。,サブユニット：Gタンパク質は、α、β、γの3つのユニットで構成されています。α鎖にはグアニンヌクレオチド結合部位が含まれています。,組織特異性：桿体
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	GNAT1抗体を用いたCOLO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：2000に希釈したGα t1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

